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The influence of witness’s role-taking and sympathy on their later behavior in 
the situation of bullying. 
 
文学研究科教育学専攻博士前期課程修了 
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A 大学に通う大学生 562 名（男性 299 名，女性 263 名）を対象に，集合調査法による質問紙調査を
行ったところ，欠損回答数が 58 名（男性 38 名，女性 20 名）となり，最終的に 504 名（男性 261 名，












Ａシナリオ 無視Ａ → 質問項目 → 暴力Ａ → 質問項目
Ｂシナリオ 無視Ｂ → 質問項目 → 暴力Ｂ → 質問項目
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項目 F1 F2 F3
F1：加担・同調行動（回転前の固有値：6.039）
　周りにいてAが無視されるのを見て楽しむ .914 -.036 -.101 .806
　周りにいてAが無視されるのを見て面白がる .884 -.045 -.104 .757
　周りにいてはやしたてる .793 .033 -.030 .598
　Bたちと一緒にAを無視する .706 .024 .142 .567
　Bたちに同調する .658 .053 .112 .464
F2：被害者援助行動（回転前の固有値：2.717）
　誰かと仲裁する .060 .780 .087 .501
　Bたちに誰かとやめるように言う .042 .692 .051 .418
　Aの話を聴いてあげる -.174 .590 -.082 .531
　Aをなぐさめる -.067 .575 .090 .299
　Aのそばにいてあげる -.133 .574 -.104 .500
F3：傍観行動（回転前の固有値：1.275）
　ただ見ている .033 .026 .882 .769
　何もしない .025 -.004 .860 .759
　見てみぬふりをする .053 .092 .855 .666
因子間相関 F1 F2 F3
　F1 ―
　F2 -.360 ―




項目 F1 F2 F3 F4
F1：加担・同調行動（回転前の固有値：5.607）
　周りにいてAが殴ったり蹴ったりされるのを見て楽しむ .894 -.008 -.065 -.075 .795
　周りにいてAが殴ったり蹴ったりされるのを見て面白がる .858 .078 .018 -.092 .726
　周りにいてはやしたてる .809 .040 .085 .002 .672
　Bたちと一緒にAを殴ったり蹴ったりする .699 -.042 -.073 .090 .483
　Bたちに同調する .553 -.097 .046 .174 .350
F2：被害者援助行動（回転前の固有値：2.911）
　Aの話を聴いてあげる -.009 .811 -.012 -.045 .635
　Aをなぐさめる .016 .746 .021 -.149 .434
　Aのそばにいてあげる .019 .613 -.095 .093 .527
　誰かと仲裁する -.052 .528 .065 .211 .418
　Bたちに誰かとやめるように言う .002 .506 .017 .159 .357
F3：傍観行動（回転前の固有値：1.322）
　ただ見ている -.001 .014 .897 .023 .767
　何もしない -.048 -.076 .875 .024 .803
　見てみぬふりをする .018 .082 .799 -.089 .658
F4：単独仲裁行動（回転前の固有値：1.009）
　１人で仲裁する .032 .037 .008 .853 .750
　Bたちに１人でやめるように言う .047 .018 -.072 .794 .711
因子間相関 F1 F2 F3 F4
　F1 ―
　F2 -.327 ―
　F3 .251 -.581 ―
　F4 -.118 .559 -.579 ―
表４　暴力場面におけるいじめ関連行動の探索的因子分析結果
因子負荷量 共通性
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変数 平均 SD α
役割取得
　　被害者 3.83 1.15 0.77
　　加害者 2.41 1.18 0.66
　　観衆 2.11 1.12 0.67
　　傍観者 2.71 1.31 0.76
共感
　　被害者 3.57 1.15 0.88
　　加害者 1.92 1.04 0.85
　　観衆 1.78 0.98 0.85
　　傍観者 3.01 1.27 0.87
いじめ関連行動
　　加担・同調行動 1.34 0.60 0.88
　　被害者援助行動 3.36 0.92 0.80
　　傍観行動 2.68 1.24 0.90
表５　無視場面における各構造の平均値，SD，α係数
































モデルでは GFI=.936，AGFI=.644，RMSEA=.225 となり，暴力場面での因果モデルでは GFI=.858，
AGFI=.207，RMSEA=.322となった．どちらもGFIとAGFIの間に大きく差があり，またRMSEA<0.1
変数 平均 SD α
役割取得
　　被害者 3.81 1.19 0.77
　　加害者 2.02 1.08 0.58
　　観衆 2.08 1.12 0.61
　　傍観者 2.50 1.11 0.74
共感
　　被害者 3.33 1.25 0.89
　　加害者 1.50 0.77 0.88
　　観衆 1.63 0.92 0.86
　　傍観者 2.94 1.34 0.89
いじめ関連行動
　　加担・同調行動 1.21 0.51 0.87
　　被害者援助行動 3.50 0.93 0.80
　　傍観行動 2.53 1.24 0.89
　　単独仲裁行動 2.51 1.28 0.86
表６　暴力場面における各変数の平均値，SD，α係数






















































































































































































































・ あなたは，被害者の A に対してどのように思いましたか 





・ あなたは，被害者の A からどのように見られていると思いますか 
また，そう見られていることについてどのように思いましたか 
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